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2012.5.21金環日食観察ガイドブック
群馬県版
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日食ってどうして起こるの？
　日食は太陽の前を月が横切るときに、太陽をかくす現象です。地球は太陽のまわりを１年でまわっています（公転という）。月は地球のまわりを約１ヶ月でまわっています。すると、１ヶ月ごとに太陽の前を月が横切るはずですが、日食はそんなに起こりません。それは、月のまわっている面は真横からみると少し傾いているために、上下にずれてしまうからです。それでも、年に２回くらいは世界のどこかで日食は起こっています。ただ、皆既日食や金環日食のようにちょうどピッタリと重なるようにみえる場所はせまい地域に限られるので、非常にめずらしい天体現象になります。横切るときの月のみかけの大きさが太陽より大きいとすべてをかくす皆既日食、小さいとリングのように太陽が残る金環日食になります。そこから外れると一部をかくす部分日食になります。前橋では、前回、金環日食が見えたのは幕末を前にした1839年、つまり173年ぶりです。また、今回のように日本人の2/3もの多くの人が見ることができる金環日食は932年ぶりです。
観察してみよう！
危険！観察の前に、最後のページの「日食メガネの正しい使い方」を良く読んでください！
・観察１　月の進む向きを調べよう！
　左の丸は太陽（上下方向は見たまま）です。太陽がどこから欠け始め、どちらの向きに進んでいったか、その位置と向きがわかるように、右の例のように●と→を書きこんでみましょう！この矢印の向きが月が空を進んでいった方向です。月は明るい昼間も毎日少しずつ動いているのです。
 ・観察2　こもれ日に注目しよう！
　日食は日食メガネで上だけを見ていてはもったいないのです。地面や壁にも注目してみましょう。左の写真は2002年に日本の南、テニアン島で起こった金環日食のときに木のかげを撮影したものです。たくさんの三日月のようなもようが見えていますが、これはそのときの太陽の形です。葉っぱのすきまがカメラの役割をして地面に太陽の形がうつっているのです。小さなすきま（穴）ならなんでも同じように形がうつります。麦わら帽子のあみ目、テレホンカードの穴、色々かげを調べてみましょう。
・観察３　光の「ビーズ」に注目しよう！
　金環日食が始まる（太陽の形がリングになる）前と、金環日食が終わった（リングが切れた）後、右の写真のように、太陽の光がビース（点、点、・・・）のように見えます。これは、月のデコボコから太陽が見えかくれすることによって起こる現象で、「ベイリー・ビーズ」と呼ばれています。金環日食の一番のクライマックスでしょう。日食メガネを使ってみることができますが、最後のページの注意をよく読んで観察してください。
・観察４　空の明るさや気温もはかってみよう！
　太陽が欠けていくにつれて空の明るさは少しずつ下がってきます。ソーラー発電のある学校や家では発電の値を記録すると面白いでしょう。また、気温も下がりますので、ぜひ測ってみましょう。また、動物の行動や植物の変化、風の強さや向き変化など気づいたことがあれば記録しておきましょう。
日食メガネの正しい使い方
　太陽の光は非常に強いので、そのまま太陽をみると目の中が傷ついてしまい、目が見えなくなることがあります。日食メガネを使っていても注意しないと危険です。次の注意を必ず守ってください！
1. 日食メガネの色はとても濃いので、太陽以外は見えません。ふつうの景色は見えないので、かけたまま歩いたりしないでください。通学しながらの観察は絶対にやめましょう！
2. 日食メガネはまっすぐかけてください。ふちから太陽が見えると目がやけどして危険です。メガネのまわりを手でおおって光が入らないようにしましょう。
3. 日食メガネをかけていても、太陽を長い時間見てはいけません。目を休めながら観察しましょう。もし、目に異常を感じたら、すぐに眼科に行きましょう。
4. 日食メガネで双眼鏡や望遠鏡を見てはいけません！日食メガネはそのまま観察するためのものです。
5. 大人といっしょに観察しましょう。各地で開催される観察会に参加するのもいいでしょう。
もし当日くもったら
　くもっても、雨が降っても、数分おきに空の変化を観察しましょう！空の明るさや気温を記録して、日食のあと、同じような天気の日の同じ時間と比べてみましょう。いつもと違う空になるはずです。このときも動物の行動や風の変化に注意しましょう。テレビやインターネットで晴れている地域からの中継をしているはずなので、雨が降って太陽がまったく見えないときは番組表をチェックしてみましょう。
連絡・情報欄（←名称も自由に）
この欄は学校や施設で自由にお使いください。
一例として、以下のような日食関連のHPのURLを紹介するのもいいでしょう。
　・2012年金環日食日本委員会：http://www.solar2012.jp/
　・国立天文台の日食情報：http://naojcamp.mtk.nao.ac.jp/phenomena/20120521/index.html
　・金星太陽面通過（教材）：http://www.wakayama-u.ac.jp/~okyudo/L!U/L!V/1AU/
このテンプレートの一部分だけを利用したり、漢字にルビを打ったりするのは自由です。教育現場の実態に合わせて加工して使ってください。
金環日食観察ガイドブック　オリジナル監修：日本天文学会天文教材委員会、改訂：ここに施設の名前を入れてください。
2011/1/15ミャンマーでの金環日食


肉眼ではまぶしくてこのようには見えません！青空のままです。この写真は、太陽の光を10万分の1にする特殊な日食フィルターをつけたデジタルカメラで連続撮影したのち、PCで合成処理したものです。


ガイドブックを読んで安全に観察しよう！
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前橋市





食の最大時の形（エクリプスナビゲータで作成）





前橋市での時刻


日食の始まり（第１接触）午前６時２０分１０秒


金環の始まり（第２接触）午前７時３３分４０秒


金環の終わり（第３接触）午前７時３６分５８秒


日食の終わり（第４接触）午前９時０２分４９秒


寝坊しないように注意しよう！





金環日食が見える場所は灰色のベルトの中








記入例ですので、実際の向きではありません。
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キケン！





日食メガネは６月６日にも使えます！


6/6には、金星が太陽の前を横切る「金星の太陽面通過」があります。このあと105年見ることができません。小さな黒い点が金星です（気象条件や視力によっては見えませんので、長時間見ないでください！）。


観察できる時間


　始まり　午前7時10分


　終わり　午前13時47分


　右は2004年6月8日の様子。


　黒く見えるのが前を横切る金星。
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